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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，受精卵のな

かに在って発生の命令文を秘めている多数の遺伝

子の働きがあります。遺伝学は，この遺伝f・との

関連のもとに生命現象を解明する学問であります

が，その・最大の特色は，分析的一、1♪門分化指向的

であると同時に，遺伝子を共通項として，すぐれて

総合的・学際的な性格を具えている点にあります、，

そのため遺伝学は，従’来から生物学の…分野に止

まらず，農学・医学などの応用分野とも深い関わ

りを持ってきましたが，今日では広く生命科学の

中核的役割を担うようになりました。

　国立遺伝学研究所は，このような遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，1949（1昭和24）

年に文部省の所轄機隈1として設置され，本年をも

って40周年を迎えます、、また，本研究所が全国の大学及び民間研究1リテ等の研究M一に開かれた

共同利川機関に改糸IL転換されてから，甲・くも5年の歳Jjが経過しました、，

　この間，本研究所は客貝研究部1111を7子めて15研究部1！IWび4研究施設を擁’↓一るまでに成長

し，国1勾外から数多くの研究者を受け人れて共1司川：究〃）成果をあげると共1こ．毎年1・数件a）

研究集会を開催して研究交流を促進しています。また・ll1：年より，全国研究者のため1こDNA

データベースのオン・ラインサー一ビスを開始しました、，加えて，7つの大学共同利川杉隻関（統

計数理研究所，高エネルギー物理学研究所，分r・科学研究｝りr，遺伝学研究所，基礎生物学研

究所，生J：iu”）’：研究｝リi－，⊥C族”γ：博1物館）を’り：体とする糸念合イil「究人”γ：1ちヒ大”）’：（ノ）ll｝｜学（1988年10月）

に伴って，本研究所は今年4月から研究科一生命科学1のなかの遺伝’Y：専攻の1”91L課程学生

（9名）を受け人れることになりました、1

　こうして本研究所は，わか国における遺伝学研究の1い枢的役割を果た一十べく努力しており

ますが，名実ともに人学llこ同利JIJ機関としての機能を発揮するためには，人的・物的の加で

なお充実すべきところか少なくありません、なかでも本研究所のDNAデ…タバンクは，日

本を代表するものとして昨年より米国のGen　Bank及び欧州のEMBLとjUI輌j歩訓をとること

になりましたが，その整備充実は緊急の国際的課題であります、、また，外国人を含めた共同

利用研究貝宿｝rl施設及び研究実験棟の整lllllも急かれねばなりません，

　創立40周年を節川として，遺伝学研究所の粗1たな発展を期し，所U　・同力を合わせて研究

所の使命遂行のため精・杯努力しておりますので，関係者の皆様のパ’］のこ鞭捷とご支援を

お願いするものです，、

1　｝i‘1　、ン：j遺イノ：’、∫：イ1，1㊨’グヒ｝リi＾1ミ

末永 英

1
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沿 革 （組織）

昭和24年6月1日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

昭和29年7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

ll召不044年4∫J　1日

1昭和49年4月1日

　　　　6月13日

昭和50年3月1日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

ll召不日58壬1三10J］　1　日

日召不U59イ干4｝」12日

H召不U60イ干4月1　日

昭和62年1月12日

　　　　9月

　　　　10月1日

日召イ…IJ63f王4月8日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，

研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部

に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遣伝部新設

微生物遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇大iil郎第3代所長就任，分了遺伝部新設

植物保存研究室新設

創立25周年誌発行

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国・ヒ学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組

遺伝実験生物保存研究センター（哺乳動物保存研究室，無脊椎動物保存

研究室，植物保存研究室，微生物保存研究室，遺伝資源研究室），遺伝

情報研究センター（構造研究室，組換え研究室）新設

実験圃場新設

遺伝情報研究センターに合成研究室，遺伝情報分析研究室新設

DNAデータバンク稼動

DNAデータベースオンラィンサービス開始

松永　英　所長再f「：

放射線・アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センターに遺伝r・ライブラリー研究室を新設

資料展示室
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沿 革 （施設）

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

日召不ll637ド12月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，RI排水処理施設新築

遺伝情報研究センター棟・Rl実験棟

中央機械室
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概 要

目　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，国立学校設置法（昭和24年5月31日法律第

150号）第9条の2に基づき遺伝学に関する総合研究を行うことを目的として設lrlされた大

学共同利川機関である。

共同利用
　全国の大学の教貝その他の者で，研究所

の目的たる研究とII小・の研究に従事する者

の利川に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学61；f交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する、，

大学院教育：

　大学の要請に応じ，当該人学の大学院に

おける教育に協力する、，

運　　　 営

　国立大学共同利用機関の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計1山iその他の

管理運営に関する屯要事項について，所長に助言する評議貝を置くとともに，共同研究計画

に関する事項その他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて

所長の諮問に応じる運営協議貝を置く。また，所長の求めに応じ必要な’j’1一項について調査・

検討を行うため，所内に各種委貝会を置く。

鱗議

冬 250余種に及んで系統保存している八重桜並木 春
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組 織

籔i
1烈

（平成元年4月1日現在）

庶　　　務　　　課

会　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

※核酸化学研究部門

‖・熟薫慰…
堰A

　　　　　　”Ψ。，

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

※細胞質遺伝研究部門

’　伝

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

l

鵠団遺伝研究系

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

・総　　n　　　　伝　研　究　系

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　X印は客員研究部門を示す。

究施設1

技 術 課

遺伝実験生物保存
L　　　　　　　　N　 ＿　　　→

遺伝情　報研究
セ　ン　タ　ー、

放射線・アイゾトープ’

セ　ン　タ　ー

実　験　圃　場

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構　造　研　究　室

組換え研究室
合　成　研　究　室

遺伝情報分析研究室
遺伝子ライブラリー研究室

5
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定員表（平成元年度）

所　長 教　授 助教授 助　　手 小　　計
技　　　官
i技術課） 薯㌶芦合計

1 12（5） 19（5） 29 61（10） 19 23　　　103（10）

職員等（平成元年4月1日現在）

　　　　　所　　　長　　松　永

　　　　　　分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱

　　　　　助　　　手　　藤　田　信

　　　　　助　　　手　　永　田　恭

変異遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　瀬　野　桿

　　　　　助　　　手　　手　塚　英

　　　　　助　　　　手　　金　田　澄

核酸化学客員研究部門

　　　　　助教授（併）　水本清
　　　　　（東京大学医科学研究所）

　　　　　助教授（併）　　鮎　澤
　　　　　（東京大学応用微生物研究所）

　　　　　　細胞遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　森　脇　和

細胞遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　森　脇　和

　　　　　助　教　授　　今　井　弘

　　　　　助　　　手　　城　石　俊

　　　　　助　教　授　　安　田　成

　　　　　助　手西村行
　　　　　助　　　手　　原　　　弘

細胞質遺伝客員研究部門

　　　　　客員教授　　内　田　久
　　　　　（帝京大学理L学部教授）

　　　　　客員助教授　　米　川　博
　　　　　（埼li　一，il立がんセンター」三任研究員）

（注）（

微生物遺伝研究部門助手後藤英夫

英

明

明

之

介

夫

子

久

大

郎

郎

民

彦

進

志

雄

通

）内の数は客貝研究部門の教官数（外数）である。

　　　　　個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　黒　田　行　昭

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉　山　　　勉

　　　　　助教授　藤澤敏孝
　　　　　助　手清水　裕
形質遺伝研究部門

　　　　　教　授　黒田行昭
　　　　　助教授　村上昭雄
　　　　　助　　　手　　湊　　　　　　清

　　　　　助　手　山田正明
生理遺伝客員研究部門

　　　　　教授（併）　嶋田　裕
　　　　　くチ　　ザばぽ　

　　　　　教授（併）　澤田康次
　　　　　（東北大学電気通信研究所）

　　　　　　集団遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　原　田　朋　子
　　　　　　　　　　　　（太　　田）
集団遺伝研究部門

　　　　　教授原田朋子　　　　　　　　　　　　くk　　　1｝l　

　　　　　助教授　高畑尚之
　　　　　助　　　手　　舘　田　英　典
　　　　　　　　　助手田　嶋　文　生
進化遺伝研究部門

　　　　　助教授　土川　 清

　　　　　助教授　五條堀　孝
　　　　　助　　　手　　森　山　悦　子

理論遺伝客員研究部門

　　　　　客員教授　 木村資生
　　　　　助教授（併）　青木健一
　　　　　（東京大学理学部）



　　　総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　 授　今村　 孝
　　助　教　授　　藤　山　秋佐夫

　　助　手　寳来　聰
　　助　 手　中島　 衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　　　ラ　　　　　　くバ　　助　手平岡洋一郎　　　　　　　藤）　　　　　　（佐応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　 武
　　（九州大学生体防御医学研究所）

　　客員教授　米澤勝衛　　（京都産業大学国土利用開発研究所教授）

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　td

　　　研究施設／｝i

遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　　井　山　審　也

　　助教授　井山審也
　　助教授　渡辺隆夫
　　助教授　佐野芳雄
　　助　 手　宮下信泉
　　助　 手　上田　 均

　　助　手西村昭子
　　助　手舘野義男
　　助　 手　平野博之
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　瀬野桿二

　　助教授　池村淑道
　　助教授　廣瀬　進
　　助教授　宮澤三造
　　助教授　嶋本伸雄
　　助教授　小原雄治
　　助　 手　林田秀宜
　　助　 手　松本健一
放射線・アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　　沖　野　啓　子
　　　　　　く　　よ；，s　）

　　助　手中村郁郎

　　　管　理　部

　　管理部長　原　 俊男

庶　務　課
　　課　 長　氏家　淳
　　課長補佐　内田茂治
　　庶務係長　澤入新一郎
　　人事係長　酒井清人
　　研究協力係長　　秋　山　啓　剛

　　共同研究係長．佐　藤　隆　司

会　計　課
　　課　　長　谷口博史
　　課長補佐　岩城英一
　　経理係長　渡邊　 裕

　　用度係長　小田敏雄
　　管財係長　山本　 勉

　　施設係長　地中　 剛

　　　技　術　課

　　課　 長　鬼丸喜美治
動物班

　　班　 長　三田受彦
　　第一技術係長　　原　田　和　昌

　　第二技術係長　榊原勝美
植物・微生物班

　　班　　長　吉田　 嵩

　　第二技術係長　田村仁一
機器班

　　班長越川信義
　　第二技術係長　原　雅子

7
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評議員会 及び運営協議員会

　　　　　　　評議員会

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

飯野徹雄欝細大学教授（燗科学

　　　　　　　　　　東京工業大学大学院総合　市　川　惇　信　　　　　　　　　理工学研究科長

　今堀宏三鳴門教育大学長

岡

小

尾

木

桑

酒

高

中

長

野

早

田

関

上

村

原

井

浪

井

倉

村

石

節

治

久

資

章

文

人

男

雄

生

吾

徳

満

準之助

三　郎

達　次

　　修

岡崎国立共同研究機構長

京都大学名誉教授

大阪産業大学教授（経済学
部）

国立遺伝学研究所名誉教授

東邦大学理事長

日本学術振興会理事長

京都大学化学研究所長

浜松医科大学長

総合研究大学院大学長

実験動物中央研究所長

大阪医科大学長

　8↓　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tr

　山縣弘忠京都大学教授（農学部）

◎山　村　雄　一　大阪大学名誉教授

　渡辺　 格慶応義塾大学名誉教授

◎印は議長，○印は副議長を小す。

　　　　　運営協議員会

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　石　和

　大　澤

　岡　田

○佐々木

　竹　内

　常　脇

　中　島

　福　田

　三　浦

　吉　川

所

　石

　瀬

　森

　杉

◎黒

　原

　今

　沖

貞男㌣㌶離子大学搬

省三・名古屋大学教授（理学部）

益吉筑波大学教授（生物科学系）

本道麟麟謙纏麟難
拓司東北大学教授（理学部）

恒一郎京都大学教授（農学部）

哲夫玉川大学教授（農学部）

　　　　東京女子大学教授一　郎　　　　（文理学部）

謹一郎　東京大学教授（工学部）

　　寛　大阪大学教授（医学部）

内（省令順）

（太田）

濱

野

脇

山

田

田

村

野

桿

和

行

朋

啓

明　教

二　教

郎　教

勉　教

昭　教

子　教

孝教

子教

授（分子遺伝研究系）

授（分子遺伝研究系）

授（細胞遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）
　（森島）

◎印は1議長，○印は副議長を示す。


